
評議員・役員等の報酬及び弁償手当に関する規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、社会福祉法人八栄会（以下「本会」という。）の定款９条及び第２２条の規程に基づ 

き、評議員・役員等（以下「理事及び監事」という。）の報酬及び費用弁償手当に関し、必要な事項 

を定めるものである。 

 

（報酬の支給対象者） 

第２条 評議員・役員等が、その職務のため、評議員会及び役員会に出席した時は、報酬として一律日額 

２,５００円を支給する。(平成２９年７月１日から実施) 

２ 評議員・役員等がいずれの会議出席以外で、必要とする職務を行った時も同額を支給する。 

３ 評議員・役員等がいずれの会議出席以外で、必要とする職務を市外等の遠距離にて行った時は、 

本園規程の職員給与規程及び旅費規程に準じて支給をする。 

４ 報酬額２,５００円のうち、源泉税（３.０６３％：平成２９年６月現在）を控除した金額を現金 

にて支給する。 

 

（費用弁償手当） 

第３条 評議員・役員等が、その職務のため、評議員会及び役員会に出席した時は、費用弁償手当として、 

住居及び本人の申し出場所と本会所間の距離を次の交通手段に準じて支給する。 

  ２ 自家用車による往復距離と目安とする費用弁償手当額（円） 

往復距離 目安とする費用弁償手当額（円） 

１㎞以下 ０円 

１㎞以上 ～ ５㎞未満 ３００円（ ５㎞×３０円＝１５０円） 

５㎞以上～１０㎞未満 ５００円（１０㎞×３０円＝３００円） 

１０㎞以上～１５㎞未満 ８００円（１５㎞×３０円＝４５０円） 

１５㎞以上～２０㎞未満 １,０００円（２０㎞×３０円＝６００円） 

２０㎞以上～２５㎞未満 １,５００円（２５㎞×３０円＝７５０円） 

２５㎞以上～３０㎞未満 ２,０００円（３０㎞×３０円＝９００円） 

３０㎞以上 ２,５００円 

 

（報酬及び費用弁償手当の支給対象外者） 

第４条 報酬の支給対象外者は、常勤役員等については、本園から給与等・通勤手当の支給を受けている 

ため、報酬及び費用弁償手当を支給しない。 

 

（報酬及び費用弁償手当の支給方法） 

第５条 評議員・役員等の報酬及び費用弁償手当の支給方法は、本会開催日に支給する。 

  ２ 報酬は、法令の定める所により、控除すべき金額を控除して支給する。 

  ３ 報酬及び費用弁償手当は、通貨をもって本人に支給する。 

 



（公表） 

第６条 本会は、この規程をもって、社会福祉法第５９条の２第１項第２号に定める報酬等の支給基準と 

して公表するものとする。 

 

（改廃） 

第７条 この規程の改廃は、評議員会の決議を経て行う。 

 

附則 

この規程の報酬額は、平成２９年 ７月 １日から施行する。 

この規程の費用弁償手当は、平成３０年 １月２３日から施行する。 

 


